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1. Review: ECB（欧州中央銀行）理事会は、資産買入れ期間の延長と、買入れ規模の減額を決定。

 主なポイント：ECB理事会は、2018年1月以降の資産買入れの規模を月額600億ユーロから300億ユーロに減

額した上で、買入れ期間は同年9月末まで延長することを決定した。また、必要に応じて、資産買入れの規模や

期間を拡大・延長する用意があることも表明し、ハト派姿勢（強力な金融緩和の継続姿勢）を強調した。

 市場の反応：ユーロは、ドルや円などに対して下落。欧州主要国の金利は低下し、株価は上昇した。

2. Going Forward: ECBのハト派スタンスの再確認で、当面はドル高と先進国株高が進行しやすい局面に。

 為替の見通し：短期的には、ドル高（ユーロ安、円安）が進行する可能性があると考える。なぜならば、①「インフ

レ率の伸び悩み」というECBと共通の課題に直面する中でも、FRB（米連邦準備理事会）は利上げを継続する

姿勢を示しているほか、②イエレンFRB議長の後任候補に、金融引き締めに積極的とされるテイラー氏らが挙

がっており、③政治面では税制改革への期待が高まり、米国金利がもう一段上昇するリスクがあるためである。

 株式の見通し：当面は、先進国株式を中心に、底堅く推移すると見る。①世界的に景気や企業業績が堅調な中、

米国では税制改革への期待が高まっている。②このような環境下でも、ECBや日銀は強力な金融緩和を継続

する姿勢を示しており、対ドルでの通貨安がユーロ圏や日本の株価を一段と押し上げる可能性があると見る。

③新興国株式は、景気が堅調な点は好材料だが、ドル高・新興国通貨安が幾分株価の下押し圧力となるだろう。
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